
 

 

令和３年４月 

白 山 市 

白山市 

市民協働で創るまちづくり 

あり方方針 

白山手取川ジオパークキャラクター 

ゆきママとしずくちゃん 

概要版 

「市民協働で創るまちづくり」とは 

 本市では、地域のさまざまな活動が活発に行わ

れ、地域コミュニティが形成されています。しかし

ながら、少子・高齢化や人口減少、核家族化の進展

に加え、多様化する地域の課題が顕在し始めていま

す。地域のさまざまな課題に対応するため、地域住

民が話し合い、主体となって、持続的な地域づくり

を行う仕組みを作り、地域と行政がともに地域づく

りに取り組む「市民協働で創るまちづくり」を推進

しています。 

（令和３年１１月改定） 
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2060 年（R42）の総人口は、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計を基本としたパ

ターンでは約 76,000人となります。本市では、出生率上昇の取り組みや、市外への転出抑制、市

外からの若年世帯中心とした移住促進を積極的に推進し、10万人の確保を目指しています。 

  

 

 

 地区別では、区画整理等の影響で若い方が増加している地区はありますが、人口が減少している地

区は 28地区中 20地区あり、高齢化率 30％以上の地区は 17地区あります。 

 

 

 町内会単位における 65 歳以上の高齢者人口を、2011 年（H23）と 2020 年（R２）の 12 月末時

点を比較すると、30％以上の割合は 10年間で２倍に増加しています。 

 

 

市全体

松任

石川

柏野
笠間

宮保

一木

出城

御手洗

旭

中奥

林中

郷

山島 千代野

加賀野
蝶屋

美川
湊

一ノ宮

鶴来

蔵山

林

舘畑

河内

吉野谷
鳥越

尾口白峰
-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

15 20 25 30 35 40 45 50

人
口
増
減
率

高齢化率

市全体 松任地域 美川地域 鶴来地域 白山ろく地域

81 

131 

27 

74 

12 

35 

0 50 100 150 200 250 300

2011（H23） 12月

2020（R２） 12月

30％以上 40％以上 50％以上

120

240

白山市内における65歳以上の高齢者人口が30％以上の町内会数

 

109,287 
107,462 

104,848 
101,662 

97,904 

93,734 

89,545 

85,328 

80,899 
76,074 

109,287 110,752 110,986 110,019 108,532 
106,934 

105,265 
103,625 

101,851 
99,742 

75,000

85,000

95,000

105,000

115,000

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

社人研に準拠した推計（2015年） 第２期白山市人口ビジョンの推計（2015年）

（出典）第２期白山市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

白山市の推計人口 

10 万人の人口確保を目指す 

（出典）住民基本台帳（各年 12月末） 

（出典）住民基本台帳 

町内会の高齢化 
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(町内会数) 

10 年で２倍に増加 

地区別の人口増減（2005年（H17）→2020年（R２））・高齢化（2020年（R２）） 

  白山市の推計人口及び現状 
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本市の人口は、2005年（H17）合併以降 11万人前後を維持していますが、地区や町内会単位で

は、人口減少や少子・高齢化、核家族化が進み、地域活動の継続が心配されています。また、頻

発する大規模災害への備えや地域課題・ライフスタイルの多様化に対して、行政の公平公正なサ

ービスに加え、地域が主体的に取り組む「地域コミュニティ組織」が必要と考えます。 

 

 

 

 国の第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2019年（R元）12月 20日閣議決定）におい

ては、「ごちゃまぜ」の地域コミュニティを推進する各種施策の展開に加え、地域で暮らす人々

が中心になって形成され、地域課題の解決に向けた取り組みを持続的に実践する地域運営組織

（本市では地域コミュニティ組織）の活動を支援することとしています。 

地域運営組織が形成されている市区町村   

802市区町村（2020年度（R２）） 

 

 

新しい地域コミュニティ組織の必要性 

町内会の実態 

●高齢化 

●小規模化など 

各種団体の実態 

●役員の高齢化 

●複数の役職を兼務する住民

の増加 

●参加者の固定など 

災害リスク 

●豪雨による土砂災害、氾濫 

●森本富樫断層帯による地震 

●津波、雪害など 

地域福祉 

●高齢者のみの世帯の見守り 

●子育て支援 

●健康づくりなど 

住民の知恵や発想を生かす 

●地域のさまざまな課題 

●ライフスタイルの変化 

●価値観の多様化など 

 

10年後、20年後における 

地域運営の持続 

地域住民で支え合う 

「共助」の仕組み 
住民が主役の地域づくり 

地域コミュニティ組織 

 

話し合い 

実行する組織 

地域で考えよう 

市民協働で創るまちづくりへの期待 
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  市民協働で創るまちづくりの考え方 

（組織数） 

（出典）総務省「令和２年度 地域運営組織実態把握調査結果」 
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市民協働で創るまちづくりを推進するための目指す地域の姿 

「誰もが安心して暮らし続けられる“健康な”地域」 

目指す地域の姿を実現するための３つの要素 

①多様な住民や団体の参画・連携 

②地域住民の主体性向上 

③地域特性を活かした新たな地域づくり 

  

 

組織の構成 

 地区区長会や地区公民館などの各種団体、若者や女性などの多様な個人に加え、地区内外

の市民活動団体や高等教育機関、企業などで構成します。 

組織の範囲 

28公民館区を設立範囲とし、2023年度（R５）中に全地区での設立を目指します。 

 

 

 

 

 

 

目指す地域の姿 

多様な住民や団体 

の参画・連携 

地域住民の 

主体性向上 

地域特性を 

活かした 

新たな地域づくり 

＜目指す地域の姿＞ 

「誰もが安心して暮らし続けられる“健康な”地域」 

 

・組織体制の整備 

・地域課題の解決に向けて 

話し合い、実行する 

 

・中長期的な地域づくり 

計画の策定 

・地区全体の活動の 

見直し 

 

・持続的な地域運営 

・新たな地域づくりの 

展開 

※部会の名称や数は例示です。 

防 災 

防犯部 

《役員会》 

会 長 

副会長 

役 員 事務局 監 事 

健 康 

福祉部 

生 涯 

学習部 

環 境 

美化部 

各種団体 

Ａ町内会 

構 

成 

連携 

参画 

補完 
 

協働 

参画 

地区内外の 
多様な主体 

地域コミュニティ組織 市 地区区長会 

新しい地域コミュニティ組織とは 

  本市が目指す新しい地域コミュニティの将来像 

Ｂ町内会 

Ｃ町内会 

Ａ団体 

Ｂ団体 

Ｃ団体 

協働推進課 

Ａ 課 

Ｂ 課 

市民活動団体 

高等教育機関 

企業等 
地 区 住 民 

総会 



4 

  

地域コミュニティ組織は、地域の多様な主体が連携し、地域課題の解決や地域資源の活用につ

いて話し合い、実行することを基本とし、加えて「防災防犯」、「健康福祉」、「生涯学習」、「環境

美化」を重要な役割として考えています。これらの役割は、将来的には全ての地域コミュニティ

組織が地域の実情や特性に応じて取り組んでいくことが望まれます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

組織の構造 

 地域コミュニティ組織の運営にあたり総会や役員会（会長、副会長、役員）、部会等を各地

域の実情に応じて整えることが求められます。 

組織の機能 

①広報・広聴機能 ②協議・実行機能 ③コーディネート機能 ④統括運営機能 

 

Ａ常設部会型 Ｂプロジェクト型 Ｃ分離型 

   

 

 

地域コミュニティ組織の役割 

話し合う 実行する 

地域コミュニティ組織の構造と機能 

事務局 

防
災
防
犯
部 

地区住民・各種団体 

夏
祭
り 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

防
災
訓
練 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

健
康 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

《役員会》 

会 長 

副会長 

役 員 

実行機能 

ＮＰＯ 

任意団体 

地区住民・各種団体 

防災防犯  生涯学習  

安全安心な地域づくり  豊かな心を育む地域づくり  

防災訓練、消火訓練、通

学の見守り、防犯活動危

険個所マップの作成な

ど 

 

 世代間交流、伝統文化の継

承、教養・趣味等の講座、 

 文化スポーツの振興など 

 

    

健康福祉  環境美化  

健康で元気な地域づくり  自然豊かできれいな地域づくり  

 子育てサークル、子ど

も・保護者・地域の交流、

高齢者の見守り、ウォー

キングなど 

 花壇の手入れ、公園の除草、 

ごみの減量化、リサイクル

の推進、耕作放棄地の有効

活用など 

 

 

 

 

 
できることから 

 
地域の課題など 

※部会やプロジェクトの名称や数は例示です。 

地域コミュニティ組織の実行体制のイメージ 

地区住民・各種団体 

  地域コミュニティ組織の具体像 

監事 

総会 

事務局 

《役員会》 

会 長 

副会長 

役 員 監事 

総会 

事務局 

《役員会》 

会 長 

副会長 

役 員 監事 

総会 

健
康
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地区区長会は、各町内会長で構成する地域における中心的な組織であり、地域づくりを行う上

で重要な役割を担うことから、地域コミュニティ組織と地区区長会との連携は重要です。また、

地域コミュニティ組織は、強みである広域的な事業の実施や多彩な人材を有するなどのスケール

メリットを活かして、地区区長会及び町内会の活動を補完する機能も期待されます。 

 

地区区長会（階層型）  地域コミュニティ組織（ネットワーク型） 

   

 

 

 

 2020年度（R２）、2021年度（R３）のモデル地区は、試行的に事業に取り組むとともにその効

果検証を行います。なお、モデル地区を除く地区は、2022 年度（R４）までに組織設立に向けた

協議を開始し、全市的な設立は、2023年度（R５）中を目指し取り組みを進めてまいります。 

 

 

 
モデル期間 準備期間 本格実施 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度中 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織 

第１期 

モデル６地区 

 

 
 

 

第２期 

モデル 10地区程度 

  

 

第３期 

モデル除く 12 地区 
  

 

 

既存の地域組織と地域コミュニティ組織との関係 

地区区長会及び町内会との関係 

地域コミュニティ組織設立までのスケジュール 

協働 

協働 

連絡 

依頼等 

市 

市町会連合会 

地区区長会 

町内会 町内会 町内会 

連絡・依頼 

意見聴取 

連携 

連絡・依頼 

意見聴取 

連絡・依頼 

意見聴取 

市民活動団体 各種団体 

多様な住民 

出身者 

企 業 

(仮称)地域コミュ

ニティ連絡協議会 

 
市 

高等教育機関 

モデル地区での 

検討会、設立準備会、 

試行的活動 

モデル地区での 

地域コミュニティ組織 

設立・事業実施 

検討会、設立準備会、試行的活動 

モデル地区での 

地域コミュニティ組織 

設立・事業実施 

モデル地区での 

検討会、設立準備会、 

試行的活動 

検 証 

検 証 

全
地
区
で
設
立 

モデル地区から全市的な展開へ 

地域コミュニティ組織のモデル地区における取り組み 

補完 

地域コミュニティ組織 
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公民館は、地域住民の活動拠点として、地域には欠かせない施設となっています。公民館が生

涯学習を含めた地域の活動に対応していくためには、地域づくりの拠点としての位置付けが必要

です。地域コミュニティ組織モデル地区の運営等を検証するとともに、地域振興や課題解決など

の拠点となるよう公民館のコミュニティセンター化に向けて、協議を進めていきます。 

 

 

 

 地域コミュニティ組織の運営や活動は、地域住民が主体的に取り組みますが、多様な住民が参

加しやすい環境づくりやよりスムーズな活動に向けて、（仮称）地域コーディネーターは、地域

住民と協力しながら組織運営や地域づくり活動をコーディネートします。 

 

役 割 
地域住民と協力しながら地域コミュニティ組織の運営や地域づくり活動

をコーディネートする。 

具体的な 

活動 例 

（１）施設管理 

（２）各種団体の窓口 

（３）事業の企画及び実施の補助 

（４）地域コミュニティ組織の運営事務 

（５）広報活動 

（６）その他 

 

活動拠点となる公民館のコミュニティセンター化 

（仮称）地域コーディネーターの役割 

地域コミュニティ組織 地区公民館 

【役員・構成員】 
・会長、副会長など 

・各種団体 

・地区住民 

・地区外の団体・企業 

・出身者など 

【基本的な役割】 

地域課題の解決や地域資源の 

活用について話し合い 

実行する 

【活 動】 

・防災防犯・健康福祉 

・生涯学習(公民館事業除く) 

・環境美化など 

連携 

協力 

活動拠点 

【活 動】 

 
・生涯学習 

《
教
育
委
員
会
》 

コミュニティセンター 

 

【基本的な役割】 

地域課題の解決や地域資源の活用について 

話し合い、実行する 

【活 動】 

・防災防犯・健康福祉・生涯学習・環境美化など 

活動を統合 

《
市
長
部
局
》 

【役員・構成員】 

・会長、副会長など 

・各種団体 

・地区住民 

・地区外の団体・企業 

・出身者など 

地域コミュニティ組織 

移
行
期
間 

令
和
６
年
度 

《
教
育
委
員
会
》 

連携 

公民館のコミュニティセンター化のイメージ 

地域コミュニティ組織 

 

地域コミュニティ組織の運営・地域づくり活動をコーディネート 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

地域住民主体の運営・活動 【管理業務】 

・施設の維持 

管理 

・貸館等 
 

（仮称）地域コーディネーターの役割のイメージ 

地域コミュニティ組織の推進方策 
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 市の事業費の一部を集約し、地域の特性や課題に応じて各組織の裁量で活用できる、（仮称）地

域予算制度（一括交付金）を交付することで、地域コミュニティ組織の活動を支援します。配分

方法は、均等割や人口割の一律の配分に加えて、各組織の意欲に応じた活動が進められるように

事業目的が合致した場合、加算額を上乗せできる制度設計なども検討します。 

 

  

地域活動を活性化していくには、活動の中核を担うリーダーや役員、活動に携わる多様な人材

の育成が必要です。地域の高齢化が進む中で、若い世代の参加を促すことが求められています。 

「まちづくり塾」では、市民協働で創るまちづくりの理解を深め、活動に携わる人材を育成し

ます。また、地域づくり活動に意欲的な市民や市民活動団体、学生等で構成する（仮称）コミュ

ニティサポーターへの参加にもつなげていきます。 

 

 

参加 

白山市企画振興部協働推進課 

TEL 076－274－9517 FAX 076－274－9518 

E-mail kyoudou@city.hakusan.lg.jp 

（仮称）地域予算制度（一括交付金） 

市 民 市民活動団体 学生・教員 

 

（仮称）コミュニティサポーター 

 

地域コミュニティ組織 

生 

まちづくり塾 

参加 参加 参加 

研修、意見交換、ワークショップ等 
派遣 

参加 

 

 

  

 

 

 

人材育成 

まちづくり塾と（仮称）コミュニティサポーターとの関係イメージ 

モデル期間 

2020年度(R２) 

2021年度(R３) 

Ｂ事業 

市民提案型まちづくり 

支援事業※R３まで 

組織設立補助金（初年度） 

地域コミュニティ活動支援 

補助金 

公民館活動費 

Ａ事業 

Ｂ事業 

組織設立補助金（初年度） 

地域コミュニティ活動支援 

補助金 

公民館活動費 

Ａ事業 

準備期間 

2022年度（R４） 

2023年度（R５） 

 

 

本格実施 

2024 年度（R６）～ 

 

均等割・人口割 

事業加算分 

（仮称）地域予算制度 


